
総合的な学習の時間「松ケ崎・協和・牛根３校合同防災教育」単元計画 

【防災教育 単元計画】 

・ 単元名：「火山とわたしたちのくらし ～火山災害から命を守るために～」 

・ 対象学年：３・４年生 

・ 総時間数：20時間 

【単元目標】 

１ 身近にある火山（桜島）について理解する。 

２ 火山の噴火による被害や災害について理解する。 

３ 災害から命を守る方法を考え，適切に行動する態度を身に付ける。 

４ 他校の取組や地域の特性等について情報共有し，よりよい火山防災の在り方を構築する。 

【単元計画】  ○子どもたちの思考の流れ ※活動内容の★は３校で足並みを揃えて取り組む 

時間数 活動内容 活用する資料等 主な学習内容・目標 想定する外部連携 

第１次 
桜島を知ろう 
（７時間） 

★集合学習で講話を聞く② 

(講師:県防災研修センター) 

★火山の基本的な仕組みにつ

いて校外学習を行う（桜島国

際火山砂防センター）④ 

★オリエンテーション① 

○問いをもつ 

・火山桜島とはどんなものな

のだろうか 

講話・映像資料等 

 

ガイドによる説明 

施設の資料や設備

等 

火山形成のシミュ

レーションシステ

ムなど映像資料 

★集合学習を行い，外部

講師の講話を聞く 

★３校合同での砂防セン

ターに見学，講話を聞く 

 

単元の目的理解 

学習の見通しをもつ 

★外部講師の招聘

松ケ崎小に３校集

合（６月） 

★桜島国際火山砂

防センターの見学 

（６月） 

第２次 
桜島とわたしたち
の地域(５時間） 

★地域の火山災害の特性を調

べる⑤ 

○地域の実態を探る 

・自分たちのくらす地域に関

わる火山災害について調べよ

う 

１ 地域資料等による調査 

２ 地域の語り部による講話 

 (各校裁量) 

タブレット端末，

インターネット，

防災資料等 

→調べる 

 

講話・オンライン

会議システム 

→地域の語り部や

防災に取り組む団

体から話を聞くな

ど 

★より地域の実態に根ざ

した桜島火山災害につい

ての情報収集 

・桜島噴火の歴史 

・現在の噴火による被害 

過去の火山災害の経験談

や地域資料の説明・質疑

応答など(各校裁量) 

地域の防災マップの確認 

→地域の課題を発見する 

地域の語り部，史

談会の方への協力 

関係機関・施設等

の活用など 

（いずれも各校裁

量) 

夏休み課題（防災ポスターや標語，作文などに取り組む ※各校裁量） 

★家庭で災害が起きたときの避難の仕方などについて話し合う 

第３次 
災害から命を守る
ために（５時間） 

★よりよい防災活動の在り方

を探る⑤ 

○学校や地域の課題を探る 

・火山災害から命を守るより

よい方法を考えよう 

・学んだことを意識して防災

活動に取り組もう 

○各学校の取組の共有 

・○○小では△△な災害が予

想されるので･･･ 

・○○小では避難訓練で△△

な工夫をしているよ 

○今後の取組へ 

・家庭ではどんな取組ができ

るかな 

・みんなと協力しながらどん

な防災活動ができるかな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンライン会議シ

ステム 

→各学校で調べた

災害や避難の仕方

見つけた課題など

を共有する 

★各学校で，それぞれの

特性に応じた火山防災の

在り方や工夫・課題等を

まとめる 

・家庭や地域の特性を意

識した火山防災に関する

発表資料を作成する 

・校内で発表（学習発表

会等）し，よさや改善点

等を練り合う中でよりよ

いものに仕上げる 

・各学校の取組について

情報共有し，今後の取組

に生かす 

専門家による助言 

（各校裁量） 

 

学習発表会等での

地域や保護者への

情報発信 

第４次 
火山とともに生き
る（３時間） 

★桜島のよさについて考えよ

う③ 

・プラス面も考えよう 

「みんなで学ぼう

桜島火山防災」

(鹿児島市発行) 

★桜島の自然やめぐみに

ついて考えることで，桜

島のよさも実感する 

地域の有識者，関

係機関 

（各校裁量） 


